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　太平洋戦争中の1945
（昭和20）年、北海道援農
勤労報国隊として本町
に派遣された岩手県久
慈農林学校（現・久慈東

高校）の生徒をたたえる「援農の碑」記念式が６月25日、摩周
観光文化センター敷地内にある同碑前で行われました。
　同碑は、生徒たちの功労を忘れず感謝していこうと1989
年６月25日、かつて受け入れ農家だった方など関係者が建
立。同碑前での式典は、関係者で組織する「６・25会」が中心と
なって毎年６月25日に行っています。今年は久慈市からの
参加者も含め約30人が出席し、生徒たちの功労や苦労に思
いをはせました。

勤労報国隊を忘れない

援農の碑記念式を開催

　第22回全国女性消防
団員活性化北海道大会
が６月３日、札幌市で行
われ、弟子屈消防団女性
消防部（嶋崎静江班長）の
皆さんが参加しました。

　同部の皆さんは、全国で４団体のみが行う「仮装でアクシ
ョンＰＲ部門」に選ばれ、脚本や衣装、小道具を自ら作成し、
日々練習を重ねてきました。大会では「安心してください！防
火対策と救命」と題し、一般家庭に次々に巻き起こるトラブ
ルを弟子屈消防団の藤田茂団長とともにコミカルに上演。
全国から約3,000人が集まった会場を盛り上げ、同部を全国
にＰＲしました。

全国の皆さんに弟子屈の活動をＰＲ

全国女性消防団員活性化北海道大会に参加

　北海道ＬＰガス
協会釧路支部弟子
屈分会（上村保範分
会長）の皆さんが６
月23日、役場総務課

防災対策専門官を講師に招いて防災研修を行いました。
　同分会は、町内のＬＰガスを取り扱う事業所４社で構成。
今回の防災講演には、釧路市の事業所も含めて約30人が参
加しました。研修では、町内で起こり得る災害の種類と様
相、発災から復興までの流れ、災害発生から復旧・復興活動に
おける同協会の役割などについて学びました。上村分会長
は「今後も役場や関係機関と連携を図りながら、町の災害対
策に寄与していきたい」と話していました。

６月23日

災害時の対応など学ぶ

ＬＰガス協会釧路支部弟子屈分会が防災研修

会
場
の
前
で

講
演
に
聴
き
入
る
皆
さ
ん

６月３日

　川湯地区の酒販店や
飲料店などの有志でつ
くる「川湯酒泉会（金子
高志会長）」主催の「純米
燗
かん

酒を楽しむ会in川湯
温泉」が６月25日、川湯温泉のホテルで開催されました。
　燗酒は平安時代から伝わる飲み方で、体にも優しいとい
われています。会は、日本酒本来の味わい方を知ってほしい
と開催されたもので、道内外から約110人が参加。会場では、
全国各地５つの酒造会社の純米酒25種が燗酒で提供された
ほか、弟子屈特産の摩周そばや摩周和牛、マンゴーなどを使
った料理が用意されました。金子会長は「好評だったので、毎
年開催していきたい」と話しています。

日本酒の古来からの飲み方を知ってほしい

川湯温泉で純米燗酒を楽しむイベント
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６月25日６月25日

　町学校給食センター主
催の給食試食会が６月21
日、弟子屈中学校で開催さ
れました。
　児童・生徒が普段食べて
いる学校給食を一般の方

にも知ってほしいと開催されたもので、昨年12月に続き２回
目の開催。15人が参加し、同センターや学校給食についての
説明を受けた後、この日のメニュー、コッペスライスパン・パ
イナップルジャム・マカロニグラタン・春雨スープ・牛乳を味
わいました。添加物や加工品をなるべく使わないなど食材の
吟味はもちろん、手作りにもこだわっている給食はジャムも
手作りと聞き、参加者の皆さんは驚いていたようでした。

６月21日

子どもたちのため安心・安全・味にこだわり

学校給食の試食会を開催
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　町交通安全
運動推進協議
会と町交通安
全協会の共催
による旗の波

街頭啓発活動が、全道夏の交通安全運動初日の７月11日、摩
周観光文化センター前の国道391号で行われました。
　開会式で同協議会長の德永町長は、前日に町議会議員が酒
気帯び運転容疑で現行犯逮捕されたことを陳謝。「飲酒運転
を撲滅するとともに、交通事故のないまちづくりに町民一丸
となって全力を尽くしたい」とあいさつしました。その後、参
加した約70人が安全旗を手に、行き交うドライバーにパンフレ
ットなどの啓発グッズを手渡し、交通安全を呼びかけました。

道行くドライバーに交通安全を呼びかける

旗の波による街頭啓発

　町内幼稚園・保育園
の年長児、全小・中学校
と弟子屈高校の児童・
生徒が花壇への植栽
を行う第１回フラワ
ータッチ事業（同実行

委員会主催）が６月28日、摩周森の公園で行われました。
　自然環境を考え、ふるさと愛を育てる目的で開催されたも
の。これまで行ってきた、清掃活動「クリーンタッチ」（2006～
2009年度）、植樹「グリーンタッチ」（2010～2012年度）、外来種
植物の駆除「ジュニア・パーク・レンジャー」（2013～2015年度）
に続く新たな事業です。約700人の子どもたちが、マリーゴール
ドとサルビアの花苗980株を、協力し合いながら植栽しました。

花壇整備を通してふるさと愛を培って

園児・児童・生徒によるフラワータッチ

　弟子屈中学校
（杉山稔校長）２
年生の宿泊研修
が７月７日から
８日にかけて、
川湯温泉で行わ
れました。

　同校では２年前から宿泊研修時、屈斜路在住のアートプ
ロデューサー・今井善昭さんの協力の下、地域の方を講師に
芸術に関する体験学習を行っています。今年は、木工作品制
作、陶器制作、自然素材を使った絵の具の制作、ＤＪ、アロマ
マッサージ施術の５つの中から好みの体験講座を選択して
受講。また、地場産の食材を使った調理実習も行いました。

７月８日

地域の方の協力の下さまざまなアート体験

弟子屈中学校２年生が宿泊研修

世
代
を
超
え
て
協
力
し
な
が
ら

Ｄ
Ｊ
に
初
挑
戦

６月28日

　本町の姉妹都市・鹿児島
県日置市の物産展が７月
16・17の両日、道の駅摩周
温泉で開催されました。
　道の駅のリニューアル
５周年を記念して開催さ

れたものです。さつま揚げやサツマイモ、黒毛和牛、芋焼酎
などの特産品が並び、観光客や地元の皆さんでにぎわいま
した。また、揚げたてのさつま揚げや黒毛和牛焼肉の試食の
ほか、鹿児島黒牛をふんだんに使った「ひおき鍋」が無料で振
る舞われ、長蛇の列ができました。
　会場では「摩周温泉ゆけむり陶芸市」も同時開催され、こち
らにも、多くの陶芸ファンが訪れました。

連日大賑わい

道の駅で姉妹都市・日置市の物産展
日
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７月11日７月16・17日

　「ミズべリングプロジェクト」
の「水辺で乾杯」が７月７日、なん
だろう橋で行われました。
　ミズベリングプロジェクトは、
水辺に親しみ、水の大切さを考え
る機会をつくろうと、国土交通省
などが中心となってさまざまな

活動を行っているもの。水辺で乾杯は、七夕の午後７時７分
に各地で思いを共有しようと行われたもので、全国360カ所
以上で行われました。青くライトアップされたなんだろう
橋には、町民の方や観光客のほか、釧路開発建設部や役場の
職員、釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイのメンバー
などが青い服で集まり、青い風船を手に乾杯を行いました。

７月７日

水の大切さを考える契機に

なんだろう橋で77人が乾杯
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　川湯エコミュージアムセンタ
ーを運営している屈斜路カルデ
ラ自然ふれあい推進協議会（会
長・德永町長）を中心とした関係機
関の皆さんが６月28日、摩周岳
登山道の整備を行いました。

　毎年、初夏と秋の２回、登山道入り口から西別岳への分岐
点となる片道約5.6キロの間で実施されているものです。こ
の日参加した20人は４グループに分かれ、森林組合員が機
械で刈ったササを、熊手で登山道中央部に寄せ集めていき
ました。また、支障木の枝切りや標識周りの下草を刈る作業
も行われ、歩きやすい登山道となりました。次回は10月に実
施される予定です。

６月28日

皆さんが歩きやすい登山道に

摩周岳登山道でササ刈り
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